












要約

 福島県における多胎児の NICU への入院状況を調査し、入院に占める多胎児の年時的変化

を調査した.多胎は双胎数が多く、年々不妊症治療による出生児の占める割合が増加して

いた.今後、総合周産期センターが各地に設定された場合、その運営上、多胎とくに不妊

症治療に対する産科側との協議が必要であると考えられた.


